
料 金 の 徴 収 区 間

料金の額（単位：円）

軽自動
車等 普通車 中型車 大型車 特大車

津田東インターチェンジから津田寒川インター
チェンジまで 150 200 200 300 500

津田東インターチェンジから志度インターチェ
ンジまで 250 300 350 500 850

津田東インターチェンジからさぬき三木イン
ターチェンジまで 400 450 550 750 1¶300

津田東インターチェンジから高松東インター
チェンジまで 450 550 650 900 1¶500

津田寒川インターチェンジから志度インター
チェンジまで 100 150 150 200 350

津田寒川インターチェンジからさぬき三木イン
ターチェンジまで 250 300 350 450 800

津田寒川インターチェンジから高松東インター
チェンジまで 300 350 450 600 1¶000

志度インターチェンジからさぬき三木インター
チェンジまで 150 150 200 250 450

志度インターチェンジから高松東インターチェ
ンジまで 200 250 300 400 700

軽自動車等 普 通 車

1¶000 2¶000
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ト）料金の額の特例（四国横断自動車道阿南四万十線の津田東インターチェンジから高松東イン
ターチェンジまでの区間の供用開始の日から適用する。）
津田東インターチェンジから高松東インターチェンジまでの各区間の料金の額については、ô

及びãイ）からヘ）の規定にかかわらず、次表のとおりとする。

１．［２］\{イãチ）Ａのうち、「ロ）及びハ）」を「ロ）、ハ）及びヘ）」に、「高松東道路」を「高松
東道路（ただし、四国横断自動車道阿南四万十線の津田東インターチェンジから高松東インターチェ
ンジまでの区間の供用開始の日の前日までとする。）」に、「ロ）からホ）」を「ロ）からヘ）」に改める。
１．［２］\{イãチ）Ｂのうち、「ロ）からホ）及びＡ」を「ロ）からヘ）及びＡ」に、「四国横断自
動車道阿南中村線」を「四国横断自動車道阿南四万十線」に、「四国横断自動車道内海大洲線」を「四
国横断自動車道愛南大洲線」に改める。
１．［２］\{イãリ）のうち、「ロ）及びハ）」を「ロ）、ハ）及びヘ）」に改める。
１．［２］\{イãヌ）ＡÎのうち、「ト）及びチ）」を「ト）、チ）、リ）及びヌ）」に改める。
１．［２］\{イãヌ）Ｂのうち、「関門トンネルの集中工事に伴う料金調整」及び「高速自動車国道
九州縦貫自動車道鹿児島線の集中工事に伴う料金調整」を削る。
１．［２］\}のうち、（注２）を次のとおり改める。
（注２）Ａ区間とは、京都市伏見区向島大黒（起点）から京田辺市松井までの区間を、Ｂ区間とは、

京田辺市松井から交野市星田北までの区間を、Ｃ区間とは、交野市星田北から門真市大字Ó
島までの区間をいう。

１．［２］\jに次のとおり加える。
ただし、四国横断自動車道阿南四万十線の津田東インターチェンジから高松東インターチェンジ
までの区間の供用される前日までとする。

１．［２］]|ロôのうち、「平成23年３月31日まで」を「平成26年３月31日まで」に改める。
１．［２］]のうち、NZからN]を削り、NYをN]に、NXをN\に、NWをN[に、oをNYに、nをNXに、mを
oに、lをnに、kをmに、jをlに、iをkに、hをjに、g特別区間等における割引をh特別
区間等における割引òに、fをgに、…をfに、„を…に、ƒを„に、‚をƒに、�を‚に、�を
�に、~を�に改め、}の次に次のとおり加える。
~ 地方部上限割引
イ 割引をする自動車

\{イËに定める対距離制を適用する区間（以下「対距離制区間」という。）並びに別添６の
うちＡ、Ｂ及びＣに掲げる各高速道路を通行する（大都市近郊区間のみの通行を除く。）全自動
車のうち、軽自動車等又は普通車（広島岩国道路、東九州自動車道と接続し供用する日以降の
椎田道路並びに延岡南道路においては、別添１`１に掲げるイからヘに該当する自動車とす
る。）。
ロ 割引率等
Ë 普通区間等
甲インターチェンジから乙インターチェンジまでの間における対距離制区間（大都市近郊
区間を除く。）の料金の額並びに別添６のうちＡ及びＢに掲げる各高速道路の料金の額を合算
した額又は別添６のうちＣに掲げる各高速道路の料金の額のそれぞれについて次表の額（単
位：円）を超える場合は、当該区間に係る料金の額を次表の額とし、次表の額を超えない場
合には、当該区間に係る料金の額を\に定める料金の額とする。
ただし、ôを適用する場合を除く。

ô 普通区間等と大都市近郊区間を共に含む区間
甲インターチェンジと乙インターチェンジの間（対距離制区間の一部に大都市近郊区間を
含むものとする。）の本割引適用後の料金の額は、下記の計算式Ａ及びＢによりそれぞれ算出
した額のうち低い額とする。ただし、下記の計算式Ａ及びＢによりそれぞれ算出した額のう
ちいずれか低い額が、\に定める料金の額を上回る場合には、\に定める料金の額と同額と
する。
Ａ （ａ×（ＬＲ＋ＬÐ１ＲÐ１＋ＬÐ２ＲÐ２）＋150）×ｔ＋Ｐ＋ＰÐ１
※ただし、上記式において、（ａ×（ＬＲ＋ＬÐ１ＲÐ１＋ＬÐ２ＲÐ２）＋150）×ｔに50円未満
の端数が生じる場合には、24捨25入により、50円単位の端数処理を行うこととする。

Ｂ ａÐＬÐ２ＲÐ２×ｔ＋Ｕ＋ＰÐ１
※ただし、上記式において、ａÐＬÐ２ＲÐ２×ｔに50円未満の端数が生じる場合には、24捨25

入により、50円単位の端数処理を行うこととする。
~ 上記式においてａ、ａÐ、Ｌ、ＬÐ１、ＬÐ２、Ｐ、ＰÐ１、Ｒ、ＲÐ１、ＲÐ２、ｔ及びＵは、
それぞれ次の数値を表すものとする。
ａ ：対距離制区間のキロ程が100キロメートル以下の場合は１。対距離制区間のキロ

程が100キロメートルを超える場合は25を対距離制区間のキロ程（単位：キロメー
トル）で除し、0•75を加算した値。

ａÐ ：大都市近郊区間のキロ程が100キロメートル以下の場合は１。大都市近郊区間の
キロ程が100キロメートルを超える場合は、25を大都市近郊区間のキロ程（単位：
キロメートル）で除し、0•75を加算した値。

Ｌ ：\{イôイ）Ｂに定める区間又は四国横断自動車道阿南四万十線の津田東イン
ターチェンジから高松東インターチェンジまでの区間を除く普通区間のキロ程
（単位：キロメートル）
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